
証券コード：3669 東証マザーズ市場／福証Q-Board市場 

モバイルクリエイト株式会社 

創りたい未来がある。 

創っているのは、 

ちょっと先の未来です。 

2014年5月期 第1四半期決算補足資料 
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業績ハイライト 
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導入実績 

12ヵ月で 約1.6倍 

＋1万5千台 

日本全国 

47都道府県で導入済 

売上高 674百万円（前年同期比+2.0％） 

営業利益 135百万円（前年同期比+44.5％） 

2014年5月期 第1四半期 総括 

 NTTドコモが本年9月よりサービスを開始した「法人 
向けパケット対応トランシーバサービス」の対応機開発
及び沖縄本島IC乗車券システムの要件定義に注力 
 

 将来の収益獲得に向けた開発及び営業に注力した 
結果、他のシステム導入案件についてリソースが不足
（人材採用活動を強化中） 

 
 収益面では業績変動のあるフロービジネスを安定かつ

持続的な収益であるストックビジネスがカバー 
 

 当第1四半期会計期間の販売台数は4,537台 
2013年 
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損益計算書 

  
  

2013年5月期 2014年5月期  

1Q 2Q累計 3Q累計 4Q累計 
1Q 2Q累計 3Q累計 4Q累計 

前年同期比 前年同期比 前年同期比 前年同期比 

売上高 661 
(100.0%) 

1,293 
(100.0%) 

1,909 
(100.0%) 

2,828 
(100.0%) 

674 
(100.0%) 

+2.0% － － － － － － 

売上総利益 183 
(27.8%) 

408 
(31.6%) 

630 
(33.0%) 

996 
(35.2%) 

268 
(39.8%) 

+45.9% － － － － － － 

営業利益 93 
(14.2%) 

209 
(16.2%) 

301 
(15.8%) 

541 
(19.1%) 

135 
(20.1%) 

+44.5% － － － － － － 

経常利益 93 
(14.1%) 

201 
(15.6%) 

281 
(14.8%) 

514 
(18.2%) 

132 
(19.7%) 

+42.5% － － － － － － 

当期純利益 56 
(8.6%) 

122 
(9.5%) 

168 
(8.8%) 

314 
(11.1%) 

80 
(12.0%) 

+42.7% － － － － － － 

単位：百万円／下段：構成比 
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営業利益の状況 

21  

6  4  4  3  
10  84  

6  
売上総利益 

租税公課 人件費増 

諸管理費増 

旅費交通費増 

地代家賃増 

支払手数料増 

その他費用増 

93 

135 

2013年5月期 
第1四半期 

2014年5月期 
第1四半期 

プラス要因 
+90百万円 

マイナス要因 
△48百万円 

単位：百万円 
営業利益  ＋41百万円（前年同期比+44.5％） 
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売上区分別実績 

区分別売上高 
2013年5月期 2014年5月期 

第1四半期 通期 第1四半期 前年同期比 

売上高 661 
(100.0%) 

2,828 
(100.0%) 

674 
(100.0%) 

+2.0% 

フロービジネス 523 
(79.2%) 

2,176 
(76.9%) 

451 
(66.9%) 

△13.8% 

  アプライアンス 523 
(79.2%) 

2,176 
(76.9%) 

451 
(66.9%) 

△13.8% 

ストックビジネス 137 
(20.8%) 

652 
(23.1%) 

223 
(33.1%) 

+62.1% 

  モバイルネットワーク 97 
(14.7%) 

488 
(17.3%) 

170 
(25.2%) 

+74.7% 

  カスタマサービス 40 
(6.1%) 

163 
(5.8%) 

53 
(7.9%) 

+31.6% 

主な増減要因 

 アプライアンス 
− 将来の収益獲得に向けた開発及び営業に注力（ＮＴＴドコモ向けパケット対応トランシーバサービス、沖縄本島ＩＣ乗車券システム） 
− リソース不足により導入案件の対応に遅れ（人材採用活動を強化中） 

 モバイルネットワーク 
− 順調に拡大し、フロービジネスの業績変動をカバー 

 カスタマサービス 
− 契約台数の増加に伴い、端末当たりの定額保守料及び機器の修理・設定変更等の有償サービスが増加 

単位：百万円 
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40 53 77 114 163 97 170 214 
341 

488 523  451  

1,002  

1,453  

2,176  

13/05 14/05 13/05 14/05 13/05 14/05 13/05 14/05

売上区分別状況 

2013年5月期 2014年5月期 

4Q累計 4Q累計 3Q累計 3Q累計 2Q累計 2Q累計 1Q 1Q 

累計売上高 
661 

(100%) 
1,293 
(100%) 

1,909 
(100%) 

2,828 
(100%) 

674 
(100%) 

－ － － 

アプライアンス 
523 

(79.2%) 
1,002 

(77.4%) 
1,453 

(76.1%) 
2,176 

(76.9%) 
451 

(66.9%) 
－ － － 

モバイルネット
ワーク 

97 
(14.7%) 

214 
(16.6%) 

341 
(17.9%) 

488 
(17.3%) 

170 
(25.2%) 

－ － － 

カスタマサービス 
40 

(6.1%) 
77 

(6.0%) 
114 

(6.0%) 
163 

(5.8%) 
53 

(7.9%) 
－ － － 

単位：百万円／下段は構成比 単位：百万円 四半期累計 売上高 

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 

四半期累計売上の前期比較 

2013年5月期 2014年5月期 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

単期売上高 
661 

(100%) 
632 

(100%) 
615 

(100%) 
919 

(100%) 

674 
(100%) 

－ － － 

アプライアンス 
523 

(79.2%) 
478 

(75.6%) 
451 

(73.3%) 
723 

(78.7%) 

451 
(66.9%) 

－ － － 

モバイルネット
ワーク 

97 
(14.7%) 

117 
(18.5%) 

126 
(20.6%) 

146 
(16.0%) 

170 
(25.2%) 

－ － － 

カスタマサービス 
40 

(6.1%) 
36 

(5.8%) 
37 

(6.1%) 
49 

(5.3%) 

53 
(7.9%) 

－ － － 

四半期単期 売上高 単位：百万円／下段は構成比 

カスタマサービス モバイルネットワーク アプライアンス 

2,828 

1,909 

1,293 

661 674 

売上高計画 

2,022 

4,207 

計画 

計画 
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販売チャネル別実績 

アプライアンス売上高 
単位：百万円 

2013年5月期 2014年5月期   

第1四半期 通期 第1四半期 前年同期比 

売上高 523 2,176 451 △13.8% 

  直販 298 948 205 △31.3% 

  販売代理店 225 1,227 246 +9.2% 

販売台数 
単位：台 

2013年5月期 2014年5月期 

第1四半期 通期 第1四半期 前年同期比 

販売台数 4,088 19,182 4,537 +11.0% 

  直販 1,144 2,829 607 △46.9% 

  販売代理店 2,944 16,353 3,930 +33.5% 
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貸借対照表 

単位：百万円／下段は構成比 

2013年5月期末 
2014年5月期 第1四半期末 

主な増減要因 
  増減額 

  流動資産 2,069 
（74.8%） 

2,059 
（74.2%） 

△9 
受取手形及び売掛金  △95 
たな卸資産の増加  ＋87 

  固定資産 698 
（25.2%） 

718 
（25.8%） 

19 

  資産合計 2,768 
（100.0%） 

2,777 
（100.0%） 

9 

  流動負債 597 
（21.6%） 

543 
（19.6%） 

△54 
買掛金の増加  ＋166 
1年内償還予定の社債 △100 
未払法人税等 △117 

  固定負債 597 
（21.6%） 

566 
（20.4%） 

△30 
社債 △19 
長期借入金 △9 

  負債合計 1,194 
（43.2%） 

1,110 
（40.0%） 

△84 

  純資産 1,573 
（56.8%） 

1,667 
（60.0%） 

93 利益剰余金 ＋80 

  負債・純資産合計 2,768 
（100.0%） 

2,777 
（100.0%） 

9 
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2014年5月期 通期計画 

  
  

2013年5月期 
通期 

2014年5月期 計画 

第2四半期累計 通期 

前期比 前期比 

売上高 2,828 
(100.0%) 

2,022 
(100.0%) 

+56.3% 4,207 
(100.0%) 

+48.8% 

営業利益 541 
(19.1%) 

366 
(18.1%) 

+74.7% 735 
(17.5%) 

+35.8% 

経常利益 514 
(18.2%) 

359 
(17.8%) 

+78.2% 705 
(16.8%) 

+37.1% 

当期純利益 314 
(11.1%) 

215 
(10.6%) 

+75.3% 423 
(10.1%) 

+34.7% 

単位：百万円／下段：構成比 

2014年5月期通期予想のポイント 

 NTTドコモ向けパケット対応トランシーバサービス（売上高3.8億円見込） 

 沖縄本島ＩＣ乗車券システム（2014年5月期～2015年5月期の2期間で約20億円の売上計上予定） 

 バスロケーションシステムの営業強化（京阪バス、バスなび沖縄の実績を展開中） 

 代理店販売体制の強化 
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2014年5月期の取り組み 

NTTドコモ向け車載型 
パケット対応トランシーバ 

NTTドコモのパケット対応トランシーバサービスに当社製品の納品を開始 

 NTTドコモが2013年9月に全国で開始したサービスの対応機を開発、納入開始 

 幅広い業種の大企業等、販売チャネルをフル活用 

 今期第2四半期の売上高は約3.8億円の見込（更なる取引拡大を目指す） 

NTT 

docomo 
• 日本最大のMNO事業者 
• 全国を網羅する広い販売体制 
• 高い知名度と信用力  

• 既存代理店にない販売チャネルを開拓 
• 販売体制を効率的に拡張 
• IP無線市場全体の拡大を促進 
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2014年5月期の取り組み 

沖縄本島IC乗車券システムの開発業者に選定 

 バスロケーションシスムに続き、IC乗車券についても当社システムの採用が決定 

 導入事業者：沖縄本島のバス事業者4社、モノレール事業者1社 

 3ＧオンラインによるIC乗車券システムを提供 

 事業規模：約20億円（2014～15年度にシステム開発進捗に応じて売上計上） 

沖縄本島IC乗車券システム 

電子マネー決済等ソリューションビジネス 
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【 連絡先 】 モバイルクリエイト株式会社 管理部経営企画課 

【 住所 】 大分県大分市賀来北二丁目20番8号 

【 ＴＥＬ 】  097－576－8181 

【 E-mail 】 info@mcinc.jp 

本発表において提供される資料及び情報は、いわゆる「見通し情報(forward-looking statements)」を含みます。これらは現在における見込み、予測及びリスクを伴う想定に 
基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。これらリスクや不確実性には、一般的な業界並びに市場の状況、金利、 
通貨為替変動といった一般的な国内及び国際的な経済状況が含まれます。 
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